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８
月
に
開
催
さ
れ
た
弓
道
の
全
日
本
学
生
選

手
権
の
個
人
女
子
で
、社
会
学
部
社
会
学
科
３
年

の
中
江
明
美
さ
ん
が
初
優
勝
を
果
た
し
た
。

　
大
会
は
ま
ず
地
区
予
選
が
あ
り
、「
4
射
3
中
」

以
上（
4
本
中
3
本
を
的
に
当
て
る
）で
通
過
で

き
る
。本
大
会
に
入
る
と
、予
選
で「
2
射
皆
中
」

（
2
本
放
ち
2
本
と
も
当
て
る
）、そ
の
後
の
本
選

で
は「
射
詰
め
」（
各
自
が
１
本
ず
つ
放
ち
、外
し
た

人
が
抜
け
て
い
く
方
式
）で
勝
負
を
争
っ
た
。中
江

さ
ん
は
4
本
目
で
見
事
優
勝
を
決
め
た
。

　
中
江
さ
ん
が
弓
道
を
始
め
た
の
は
高
校
生
の

と
き
。友
人
に
誘
わ
れ
て
弓
道
部
に
入
部
し
た
の

が
き
っ
か
け
だ
と
い
う
。弓
道
の
魅
力
に
つ
い
て

は
、「
弓
道
は
や
れ
ば
や
る
ほ
ど
ハ
マ
る
ス
ポ
ー
ツ

で
、必
ず
し
も
年
数
を
重
ね
た
人
が
う
ま
い
わ
け

で
は
な
く
、ず
っ
と
一
定
の
的
中
を
出
す
こ
と
は

本
当
に
難
し
い
。精
神
力
の
戦
い
で
あ
り
、自
分
の

心
や
感
情
が
敏
感
に
弓
に
現
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
な

の
で
、そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
面
白
さ
が
あ
り
ま
す
」

と
い
う
。今
大
会
に
向
け
て
毎
日
弓
に
触
れ
る
こ

と
を
自
ら
に
課
し
、一
定
の
集
中
力
を
保
ち
続
け

た
こ
と
が
勝
因
と
振
り
返
る
。同
志
社
大
学
弓
道

部
の
創
部
1
0
0
周
年
と
い
う
節
目
に
優
勝
で

き
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、「
同
志
社
大
学
の
弓
道
部

は
、先
輩
後
輩
も
関
係
な
く
み
ん
な
が
指
導
し
合

え
る
雰
囲
気
で
す
。そ
ん
な
環
境
の
中
で
、お
互
い

の
技
術
や
精
神
力
を
高
め
ら
れ
た
の
だ
と
思
う
」

と
語
る
。

　
中
江
さ
ん
は
今
大
会
優
勝
後
、留
学
の
た
め
中

国
に
向
け
て
出
発
し
た
。中
国
に
は
10
年
ほ
ど
前

に
2
年
間
ほ
ど
暮
ら
し
た
こ
と
が
あ
り
、そ
の
経

験
か
ら
中
国
が
好
き
に
な
っ
た
そ
う
だ
。優
勝
と

留
学
と
い
う
２
つ
の
夢
を
叶
え
た
中
江
さ
ん
。こ

れ
か
ら
も
大
き
く
羽
ば
た
い
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

（
広
報
課
）

弓
道
の
全
日
本
学
生
選
手
権
で

優
勝
！

　
今
秋
、ビ
ジ
ネ
ス
研
究
科
の
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｍ
Ｂ

Ａ
コ
ー
ス
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。９
月
15
日（
火
）に

は
日
本
語
・
日
本
文
化
セ
ン
タ
ー
、留
学
生
別
科

と
共
に
入
学
式
が
挙
行
さ
れ
、グ
ロ
ー
バ
ル
Ｍ
Ｂ

Ａ
コ
ー
ス
に
は
世
界
13
カ
国
・
地
域（
ア
メ
リ
カ
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、カ
ナ
ダ
、中
国
、台
湾
、香
港
、

日
本
、カ
タ
ー
ル
、サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、韓
国
、ベ
ト

ナ
ム
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、イ
ン
ド
）か
ら
20
人
の
新

入
生
を
迎
え
た
。入
学
式
の
後
に
は
ア
ー
モ
ス
ト

館
で
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
催
さ
れ
、

Ａ
．ス
テ
イ
プ
ル・
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
科
教
授
の
司
会

の
も
と
、新
入
生
と
ス
タ
ッ
フ
が
新
た
な
門
出
を

祝
い
つ
つ
交
流
を
も
っ
た
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｍ
Ｂ
Ａ
コ
ー
ス
は
、京
都
に
お
け
る

世
界
水
準
の
ビ
ジ
ネ
ス
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
目
指

し
て
お
り
、全
て
の
授
業
が
英
語
で
実
施
さ
れ
る
。

ま
た
正
課
授
業
以
外
に
も
、企
業
や
海
外
の
ビ
ジ

ネ
ス
ス
ク
ー
ル
か
ら
講
師
を
招
き
、セ
ミ
ナ
ー
セ
ッ

シ
ョ
ン
な
ど
を
活
発
に
開
催
し
て
い
る
。10
月
10

日（
土
）に
は
Ｐ
＆
Ｇ
ジ
ャ
パ
ン
の
Ⅴ
．ネ
ス
ト
ロ
フ
氏

が
、“

The im
portance of culture and diversity 

as a com
petitive advantage in a business 

m
odel ”

と
題
し
て
講
演
を
行
い
、Ｐ
＆
Ｇ
を
は
じ

め
と
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
特
徴
を
紹
介

し
た
う
え
で
、多
様
性
の
あ
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

が
グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
を
成
功
に
導
き
得

る
と
の
考
え
を
示
し
た
。10
月
と
11
月
に
は

こ
の
よ
う
な
セ
ミ
ナ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
他
、開

設
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
も
開
催
さ
れ
た
。

ビ
ジ
ネ
ス
研
究
科
グ
ロ
ー
バ
ル

M
B
A
コ
ー
ス
開
設

15



CAMPUS NEWS

子
供
用
プ
ー
ル
が
あ
り
、ど
な
た
に
も
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
る
。ま
た
ジ
ム
で
は
、ラ
ン
ニ
ン
グ
マ
シ

ン
、エ
ア
ロ
バ
イ
ク
、筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン

な
ど
各
種
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
が
備
わ
っ
て
お

り
、目
的
に
あ
わ
せ
た
さ
ま
ざ
ま
な
運
動
が
可
能

だ
。さ
ら
に
、フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
を
終
え
た
後
は
、大

浴
場
と
サ
ウ
ナ
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
を
過
ご
す

こ
と
も
で
き
る
。本
学
学
生
に
は
、割
引
料
金（
1

日
利
用
券
1,
0
0
0
円
を
8
0
0
円
）が
適
用

さ
れ
る
の
で
、ぜ
ひ
有
意
義
に
活
用
し
て
ほ
し
い
。

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
の
お
問
い
合
わ
せ
先

：

（
株
）同
志
社
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ

T
E
L  

0
7
5-

2
5
1-

3
2
9
0

営
業
時
間
10

：00
～
21

：30（
最
終
受
付
20

：30
）

（
企
画
課
）

　
9
月
24
日（
木
）、留
学
生
別
科
設
立
10
周
年

企
画
と
し
て
、韓
国
の
延
世
大
学
合
唱
団
を
迎

え
、寒
梅
館
ハ
ー
デ
ィ
ー
ホ
ー
ル
で
コ
ン
サ
ー
ト

を
開
催
し
た
。延
世
大
学
は
韓
国
を
代
表
す
る

名
門
私
立
大
学
で
あ
る
。現
在
、本
学
は
韓
国
の

８
つ
の
大
学
と
協
定
を
結
ん
で
い
る
が
、延
世
大

学
と
は
最
も
古
く
、１
９
９
０
年
に
包
括
協
定
を

結
ん
で
い
る
。延
世
大
学
合
唱
団
は
１
９
６
４
年

に
韓
国
で
初
め
て
の
大
学
合
唱
団
と
し
て
設
立

さ
れ
、バ
ロ
ッ
ク
音
楽
、古
典
派
、ロ
マ
ン
派
、現
代

音
楽
な
ど
多
彩
な
合
唱
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
世
界

各
国
で
演
奏
し
て
い
る
。ま
た
１
９
９
０
年
に
は

世
界
レ
ー
ベ
ル
か
ら
の
Ｃ
Ｄ
を
リ
リ
ー
ス
す
る
な

ど
、そ
の
活
動
は
高
く
評
価
さ
れ
て
お
り
、今
秋

日
本
公
演
を
行
う
こ
と
か
ら
、留
学
生
別
科
設
立

10
周
年
企
画
と
し
て
本
学
に
招
待
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、J
.
S
.
バ
ッ
ハ
な
ど
の

本
格
的
な
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
合
唱
、バ
イ
オ
リ
ン
と

の
共
演
、身
体
表
現
を
織
り
交
ぜ
た
合
唱
、チ
マ

チ
ョ
ゴ
リ
で
の
韓
国
伝
統
民
謡
の
合
唱
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
合
唱
が
行
わ
れ
た
。当
日

は
多
数
の
在
学
生
・
教
職
員
・
市
民
な
ど
が
集
い
、

す
ば
ら
し
い
混
声
合
唱
に
聞
き
入
っ
た
。ま
た
コ

ン
サ
ー
ト
終
了
後
に
は
、多
数
の
観
客
が
C
D
を

買
い
求
め
る
な
ど
、盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
た
。

　
大
学
院
や
大
学
に
進
学
す
る
私
費
留
学
生

を
受
け
入
れ
る
た
め
１
９
９
９
年
に
留
学
生
別

科
が
設
立
さ
れ
て
か
ら
、今
年
で
10
周
年
に
な

る
。当
初
は
60
人
で
ス
タ
ー
ト
し
た
定
員
も
、現

在
１
３
０
人
に
な
り
、２
０
１
１
年
に
は
さ
ら
に

２
５
０
人
に
ま
で
増
加
す
る
予
定
だ
。

（
国
際
教
育
課
）

留
学
生
別
科
設
立
10
周
年
企
画

　
延
世
大
学
合
唱
団
コ
ン
サ
ー
ト

　
本
学
が
昨
年
12
月
に
取
得
し
、改
修
工
事
を

終
え
た「
継
志
館
」（
旧

：

ホ
テ
ル
レ
ジ
ー
ナ
京
都
）

が
、9
月
26
日（
土
）に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
を
迎

え
た
。

　「
継
志
館
」は
、地
上
5
階
地
下
1
階
建
て
の
施

設
で
、宿
泊
室
、セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
、和
室
、室
内
温

水
プ
ー
ル
、ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム
、サ
ウ
ナ
付
浴
室

な
ど
が
備
わ
っ
て
お
り
、今
後
は
レ
ス
ト
ラ
ン
の

開
業
な
ど
も
予
定
し
て
い
る
。宿
泊
室
は
、国
際

化
拠
点
整
備
事
業（
グ
ロ
ー
バ
ル
30
）構
想
の
推

進
に
よ
っ
て
急
増
が
予
想
さ
れ
る
、外
国
人
留
学

生
と
外
国
人
教
員
・
研
究
員
の
利
用
を
主
眼
に
置

い
て
活
用
す
る
。

　
な
お
、フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
施
設
は
、「
プ
ー
ル
＆
ジ

ム
」と
し
て
一
般
開
放
し
て
い
る
。グ
ラ
ン
ド
オ
ー

プ
ン
の
日
に
は
、開
放
を
心
待
ち
に
し
て
い
た
大

勢
の
利
用
者
が
来
館
し
、順
調
な
ス
タ
ー
ト
を

切
っ
た
。こ
の
プ
ー
ル
の
水
は
抜
群
の
透
明
度
で
、

京
都
市
内
で
も
有
数
の
美
し
さ
を
持
つ
。5
コ
ー

ス
の
メ
イ
ン
プ
ー
ル
の
他
に
も
、ジ
ャ
ク
ジ
ー
や

継
志
館
が
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
！

　
今
後
本
コ
ー
ス
で
は
、シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
、オ
ッ
ク

ス
フ
ォ
ー
ド
、バ
ー
ク
レ
ー
と
い
っ
た
海
外
の
ト
ッ
プ

レ
ベ
ル
の
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
か
ら
教
員
を
招
聘

す
る
予
定
だ
。ま
た
学
生
た
ち
は
、日
本
国
内
を
は

じ
め
、ア
メ
リ
カ
、中
国
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
で
企
業

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

2
0
1
0
年
度
の
入
学
志
願
者
は
現
在
募
集

中
で
、詳
細
は
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
科
Ｈ
Ｐ（http://

gm
ba.doshisha.ac.jp/apply.htm

l

）に
掲
載
さ

れ
て
い
る
。

（
広
報
課
）
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10
月
31
日（
土
）、11
月
１
日（
日
）の
２
日
間
、今

年
度
で
５
回
目
を
迎
え
る「
同
志
社
京
田
辺
祭

２
０
０
９
」（
愛
称

：

A
D
A
M
祭
）を
開
催
し
た
。

１
日
目
は
晴
天
、２
日
目
は
大

雨
と
い
う
秋
の
気
ま
ぐ
れ
な

天
気
に
も
関
わ
ら
ず
、今
年
も

２
万
人
の
来
場
者
が
京
田
辺

キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
れ
た
。模
擬

店
、手
作
り
市
、フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
や
お
笑
い
ラ
イ
ブ
、音

楽
ラ
イ
ブ
な
ど
、大
人
か
ら
子

ど
も
ま
で
楽
し
め
る
祭
り
と

な
っ
た
。ま
た
、京
田
辺
市
民
か
ら
集
め
た
廃
油

を
使
用
し
て
発
電
す
る
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
を

実
施
し
、環
境
に
配
慮
し
た
祭
り
を
ア
ピ
ー
ル
で

き
た
。

　
今
後
も
学
生
、教
職
員
、市
民
が
一
体
と
な
っ
た

祭
り
を
目
指
し
、大
学
と
地
域
の
架
け
橋
と
な
る

よ
う
開
催
し
て
い
き
た
い
。（

京
田
辺
校
地
総
務
課
）

　
2
0
1
0
年
は
新
島
八
重
の
生
誕
1
6
5
周

年
に
あ
た
り
、現
在
、N
e
e
s
i
m
a  

R
o
o
m

で
企
画
展
を
開
催
中
で
す
。1
8
4
5
年
に
会
津

藩
に
生
ま
れ
、1
9
3
2
年
に
永
眠
す
る
ま
で
の

八
重
の
生
涯
は
、さ
ま
ざ
ま
な
キ
ー
ワ
ー
ド
で
読

み
解
か
れ
て
き
ま
し
た
。会
津
戦
争
、女
丈
夫
、新

島
襄
の
妻
、ク
リ
ス
チ
ャ
ン
、篤
志
看
護
婦
、茶
道

な
ど
が
そ
の
最
た
る
も
の
で
し
ょ
う
。最
近
は
テ

レ
ビ
番
組
で
取
り
上
げ
ら
れ
、八
重
が
同
世
代
の

女
性
に
は
見
ら
れ
な
い
先
進
的
な
存
在
で
あ
っ

た
こ
と
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
い
ま
す
。確
か

に
、八
重
の
進
取
性
は
注
目
に
値
す
る
も
の
で
す

が
、同
時
に
そ
の
行
動
は
常
に
彼
女
な
り
の
理
由

に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ

ま
す
。

　
今
回
は
八
重
の
生
涯
の
う
ち
、会
津
戦
争
時

代
、同
志
社
時
代
、篤
志
看
護
婦
時
代
に
着
目
し

ま
す
。展
示
を
通
じ
て
八
重
の
進
取
性
と
そ
こ
に

見
出
さ
れ
る
彼
女
の
矜
持
を
感
じ
と
っ
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

展
示
期
間

：

1
月
31
日（
日
）ま
で

た
だ
し
、祝
日
、12
月
14
日
、23
日
～
1
月
6
日
は

閉
室

時
間

：

10

：

00
～
17

：

00（
土
日
は
16

：

00
ま
で
）

会
場

：

今
出
川
校
地
ハ
リ
ス
理
化
学
館
２
階

　

　
　
　
N
e
e
s
i
m
a  

R
o
o
m

主
催

：

同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー

協
賛

：

京
都
知
恵
と
力
の
博
覧
会

お
問
い
合
わ
せ
先

：

同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
T
E
L 

0
7
5-

2
5
1-

3
0
4
2

【
特
別
資
料
の
展
示
】12
月
13
日（
日
）ま
で

会
津
若
松
市
、会
津
若
松
市
立
会
津
図
書
館
、福

島
県
立
博
物
館
、会
津
武
家
屋
敷
が
所
蔵
す
る
資

料
を
展
示
し
ま
す
。

【
公
開
講
演
会
】12
月
12
日（
土
）13

：

00
～
15

：

00

　
　
　
　
　
　
至
誠
館
21
番
教
室

テ
ー
マ「
新
島
八
重
と
い
う
人
を
語
る
」

講
師

　
野
口
信
一
氏（
会
津
若
松
市
立

会
津
図
書
館
館
長
）

　
　
　
河
野
仁
昭
氏（
元
同
志
社
社
史
資
料
室室

長
）

　「
学
生
の
街
＝
京
都
」の
主
役
で
あ
る
大
学
生

の
皆
さ
ん
に
、「
こ
ん
な
ク
ラ
シ
ッ
ク
が
あ
る
ん

だ
！
」と
い
う
体
感
、そ
し
て
日
常
生
活
に
ク
ラ

シ
ッ
ク
音
楽
を
取
り
入
れ
る
き
っ
か
け
の
場
と
な

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、コ
ン
サ
ー
ト
を
企
画
し

ま
し
た
。

　
テ
ー
マ
は「
打
楽
器
を
使
っ
た
世
界
の
ダ
ン
ス・

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」で
す
。打
楽
器
演
奏
に
よ
る
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
、ク
ラ
シ
ッ
ク
に
興
味
が
な
い

方
は
も
ち
ろ
ん
、既
に
ク
ラ
シ
ッ
ク
フ
ァ
ン
の
方

に
と
っ
て
も
楽
し
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ
て
い

ま
す
。一
夜
限
り
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
を

ど
う
ぞ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

コ
ン
サ
ー
ト
タ
イ
ト
ル

：「Shall w
e rhythm

?

～
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
航
海
へ
～
」

企
画
内
容

：

学
生
が
学
生
に
贈
る
サ
プ
ラ
イ
ズ
ク
ラ

シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
！
音
で
体
感
、世
界
の
ダ
ン
ス
！

パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ュ
オ『D

uoM
AG

＋
あ
ゆ
み
』

（
上
中
あ
さ
み
、菊
本
歩
）に
よ
る
演
奏

お
年
玉
チ
ケ
ッ
ト
プ
レ
ゼ
ン
ト

日
時

：

1
月
6
日（
水
）18

：00

場
所

：

京
都
文
化
博
物
館
別
館
ホ
ー
ル

地
下
鉄「
烏
丸
御
池
駅
」下
車
、５
番
出
口
か
ら
三

条
通
を
東
へ
徒
歩
3
分

入
場
料

：

無
料（
先
着
２
０
０
人
入
場
可
能
）

メ
ー
ル
で
の
事
前
予
約
可
。

立
ち
見
の
場
合
あ
り（
入
場
を
お
断
り
す
る
場
合

も
あ
り
ま
す
）。

未
就
学
児
入
場
可
能
。

主
催

：

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
目「
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン

サ
ー
ト
文
化
を
創
る
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
０
９

お
問
い
合
わ
せ
先

：

E-m
ail

　bsg5039@
m

ail2.doshisha.ac.jp  

T
E
L 

0
9
0-

5
8
6
7-

8
2
5
3
（
森
下
）

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
目

企
画
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

第
36
回

N
e
e
s
i
m
a
   R
o
o
m
企
画
展

「
新
島
八
重
の
生
涯

　
　
　
　
　
　
ー
進
取
と 

矜
持
」

同
志
社
京
田
辺
祭
2
0
0
9
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CAMPUS NEWS

本
学
教
員
の
執
筆
図
書
の
紹
介
図
書
館
調
べ（
価
格
は
税
別
）

メ
デ
ィ
ア
研
究
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

渡
辺
武
達
　
他
　
責
任
編
集
　
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
　
4,
5
0
0
円 

会
計
学
の
基
本

志
賀 

理
　
他
　
執
筆
　
森
山
書
店
　
2,
2
0
0
円 

『
宇
治
拾
遺
物
語
』の
中
の
昔
話

廣
田 

收
　
著
　
新
典
社
　
1,
0
0
0
円 

判
決
理
由
の
法
理
論

濱
真
一
郎
　
他
　
共
訳
　
成
文
堂
　
3,
8
0
0
円 

ア
ジ
ア
地
域
の
モ
ノ
づ
く
り
経
営

鈴
木
良
始
　
他
　
執
筆
　
学
文
社
　
2,
8
0
0
円 

社
会
福
祉
援
助
学

金
子
絵
里
乃
　
他
　
執
筆
　
学
文
社
　
1,
8
0
0
円 

経
営
と
労
働
法
務
の
理
論
と
実
務

土
田
道
夫
　
他
　
執
筆
　
中
央
経
済
社
　
1
2,
0
0
0
円

東
京
大
学
　
エ
リ
ー
ト
養
成
機
関
の
盛
衰

橘
木
俊
詔
　
著
　
岩
波
書
店
　
2,
6
0
0
円 

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
代
史

山
田
史
郎
　
他
　
監
訳
　
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
　
4,
0
0
0
円 

技
術
ブ
ラ
ン
ド
戦
略

高
井
紳
二
　
他
　
著
　
日
本
経
済
新
聞
出
版
社
　
2,
4
0
0
円 

企
業
の
社
会
的
責
任
と
労
働

鈴
木
良
始
、谷
本 

啓
　
他
　
編
　
労
務
理
論
学
会
　
3,
0
0
0
円 

教
育
と
格
差

橘
木
俊
詔
、八
木 

匡
　
著
　
日
本
評
論
社
　
1,
8
0
0
円 

イ
ギ
リ
ス
王
政
復
古
演
劇
案
内

圓
月
勝
博
　
他
　
編
　
松
柏
社
　
2,
8
0
0
円 

マ
ク
ロ
経
済
と
産
業
構
造

北
坂
真
一
　
他
　
執
筆
　
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
　
4,
8
0
0
円 

ハ
イ
エ
ク
の
社
会
理
論

森
田
雅
憲
　
著
　
日
本
経
済
評
論
社
　
4,
8
0
0
円 

秋
成
文
学
の
生
成

神
谷
勝
広
　
他
　
編
　
森
話
社
　
6,
5
0
0
円 

三
輪
山
と
日
本
古
代
史

辰
巳
和
弘
　
他
　
著
　
学
生
社
　
1,
9
8
0
円 

新
株
予
約
権

森
本 

滋
　
他
　
編
　
商
事
法
務
　
5,
0
0
0
円 

デ
イ
リ
ー
六
法
　
2
0
1
0
　
平
成
22
年
版

三
井 

誠
　
他
　
編
　
三
省
堂
　
1,
8
0
0
円 

新
・
日
本
の
お
金
持
ち
研
究

橘
木
俊
詔
　
他
　
著
　
日
本
経
済
新
聞
出
版
社
　
1,
7
0
0
円 

中
國
古
典
社
會
に
お
け
る
佛
教
の
諸
相

西
脇
常
記
　
著
　
知
泉
書
館
　
9,
5
0
0
円 

リ
ス
ボ
ン
条
約
に
よ
る
欧
州
統
合
の
新
展
開

鷲
江
義
勝
　
編
著
　
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
　
4,
0
0
0
円 

変
わ
る
世
界
の
小
売
業

崔 

容
熏
　
他
　
訳
著
　
新
評
論
　
4,
5
0
0
円 

グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
の
ロ
ー
カ
ル
・
コ
モ
ン
ズ 

室
田 

武
　
編
著
　
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
　
3,
8
0
0
円 

持
続
可
能
な
未
来
の
た
め
の
民
主
主
義

山
谷
清
志
　
他
　
執
筆
　
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
　
3,
8
0
0
円 

ア
メ
リ
カ
の
愛
国
心
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

肥
後
本
芳
男
、山
田
史
郎
　
他
　
執
筆
　
彩
流
社
　
2,
8
0
0
円 

区
政
1
3
0
周
年
を
迎
え
た
上
京
区
と
の

タ
イ
ア
ッ
プ
広
告
と
し
て
、京
都
市
バ
ス
専

用
１
日
乗
車
カ
ー
ド
を
企
画
し
ま
し
た
。10

月
中
旬
か
ら
市
バ
ス
の
各
営
業
所
・
案
内

所
や
車
内
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す（
学
内
で

は
販
売
し
て
い
ま
せ
ん
）。製
作
枚
数
が
売

り
切
れ
次
第
、終
了
と
な
り
ま
す
。今
回
は

10
人
の
方
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。京
都
に

住
み
な
が
ら
普
段
な
か
な
か
訪
れ
る
こ
と

の
な
い
観
光
地
を
巡
っ
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
？
ご
希
望
の
方
は
ハ
ガ
キ
か

e-

m
a
i
l
で
、住
所
、氏
名
、学
部（
卒
業
生

の
方
は
出
身
学
部
と
卒
業
年
）、本
誌
の
感

想
を
ご
記
入
の
う
え
、

１
月
20
日（
消
印
有

効
）ま
で
に
ご
応
募

く
だ
さ
い（
市
バ
ス
1

日
乗
車
カ
ー
ド
希
望
と

明
記
の
こ
と
。応
募
多

数
の
場
合
は
抽
選
）。

今
年
度
の
新
司
法
試
験
結
果
に

つ
い
て

P
R
E
S
E
N
T
！

京
都
市
バ
ス
専
用
　
日
乗
車
カ
ー
ド

　
今
年
度
の
新
司
法
試
験
合
格
者
が
法
務
省
か
ら

発
表
さ
れ
、同
志
社
大
学
大
学
院
司
法
研
究
科（
法

科
大
学
院
）で
は
45
人
が
合
格
し
ま
し
た
。関
係
各

位
の
こ
れ
ま
で
の
ご
支
援
に
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

こ
の
結
果
を
う
け
て
、9
月
26
日（
土
）に「
２
０
０
９

年
度
同
志
社
大
学
法
科
大
学
院
司
法
試
験
合
格

者
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
」を
平
安
会
館
に
て
盛
大
に
執
り

行
い
ま
し
た
。

　
法
科
大
学
院
を
取
り
巻
く
状
況
は
な
お
不
透
明

で
あ
り
、そ
の
環
境
は
非
常
に
厳
し
い
も
の
が
あ
り

ま
す
が
、本
法
科
大
学
院
で
は
学
生
の
学
力
の
一
層

の
向
上
を
は
か
る
た
め
、本
年
度
に
入
り
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
よ
り
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。少

人
数
教
育
を
徹
底
し
て「
教
育
の
質
」を
さ
ら
に
高

め
る
た
め
、入
学
定
員
の
削
減（
１
５
０
人
を
１
２
０

人
に
削
減
）に
取
り
組
む
と
と
も
に
、少
人
数
教
育

の
徹
底
を
は
か
り
、文
書
作
成
能
力
の
向
上
に
向
け

た
科
目
等
の
創
設
の
他
、正
課
外
の
導
入
教
育
な
ど

の
充
実
等
も
進
め
て
い
ま
す
。今
後
も
引
き
続
き
こ

の
よ
う
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
法
科
大
学
院
を
取
り
巻
く
環
境
を

ご
理
解
の
う
え
、同
志
社
大
学
法
科
大
学
院
へ
今
後

さ
ら
な
る
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
す
る

次
第
で
す
。

（
占
部
裕
典

　
司
法
研
究
科
教
授
）

順 

位
1 

位

東
京
大
学
　
2
1
6
人
（
3
8
9
人
）

  

大
学
名
　          

合
格
者
数
　（
受
験
者
数
）

中
央
大
学
　
1
6
2
人
（
3
7
3
人
）

慶
応
義
塾
大
学
　 

1
4
7
人
（
3
1
7
人
）

京
都
大
学
　
1
4
5
人
（
2
8
8
人
）

早
稲
田
大
学
　
1
2
4
人
（
3
8
0
人
）

一
橋
大
学
　
83
人
（
1
3
2
人
）

神
戸
大
学
　
73
人
（
1
4
9
人
）

北
海
道
大
学
　
63
人
（
1
5
6
人
）

立
命
館
大
学
　
60
人
（
2
4
3
人
）

大
阪
大
学
　
52
人
（
1
5
5
人
）

九
州
大
学
　
46
人
（
1
7
4
人
）

同
志
社
大
学
　
45
人
（
2
3
5
人
）

明
治
大
学
　
96
人
（
3
1
0
人
）

7 

位
2 

位
8 

位
3 

位
9 

位
4 

位
10 

位
5 

位
11 

位
6 

位
12 

位
13 

位

■
平
成
21
年  
新
司
法
試
験  

法
科
大
学
院
別
合
格
者
数

　
ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式
会
社
取
締
役
会
長
の
張 

富
士
夫
氏
を
お
招
き
し
、「
現
在
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ビ

ジ
ネ
ス
社
会
に
お
け
る
必
要
な
人
材
と
は
」と
い
う

題
目
で
ご
講
演
頂
き
ま
す
。ぜ
ひ
ご
来
場
下
さ
い
。

日
時

：

1
月
20
日（
水
）14

：

30

場
所

：

今
出
川
校
地
寒
梅
館
ハ
ー
デ
ィ
ー
ホ
ー
ル

入
場
料

：

無
料

お
問
い
合
わ
せ
先

：

ア
イ
セ
ッ
ク
同
志
社
大
学
委
員
会

　

伊
藤
雅
展（
法
学
部
３
年
）

E-m
ail

　m
asa1013do@

yahoo.co.jp

U
RL

　http://w
w

w
.aiesec.jp/do

共
催

：

ア
ッ
セ
ン
ブ
リ
ー
ア
ワ
ー
学
生
企
画

ア
ッ
セ
ン
ブ
リ
ー
ア
ワ
ー
企
画

公
開
講
演
会

1
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の
で
あ
る
。人
生
に
お
い
て
も
然
り
。過
度
の
欲

は
戒
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　「
野
球
は
下
駄
を
履
く
ま
で
わ
か
ら
な
い
」と

は
よ
く
耳
に
す
る
こ
と
ば
で
あ
る
。先
発
メ
ン

バ
ー
発
表
と
同
時
に
負
け
を
予
測
で
き
た
今

シ
ー
ズ
ン
の
阪
神
の
試
合
は
別
と
し
て
、こ
の

言
い
回
し
は
そ
も
そ
も
何
が
起
こ
る
か
わ
か
ら

な
い
野
球
本
来
の
魅
力
を
見
事
に
要
約
し
て
い

る
。歓
喜
と
悲
哀
、希
望
と
絶
望
が
常
に
背
中

合
わ
せ
で
、ど
ち
ら
へ
転
ぶ
か
は
予
測
不
可
能

と
い
う
野
球
の
持
つ

”unpredictability
“

を
象
徴
す
る
試
合
ほ
ど
面
白
い
試
合
は
な
い
で

あ
ろ
う
。今
年
の
大
リ
ー
グ
、ア
・
リ
ー
グ
中
部
地

区
の
優
勝
を
決
め
る
タ
イ
ガ
ー
ス
と
ツ
イ
ン
ズ

の
プ
レ
ー
オ
フ
で
も
劇
的
な
幕
切
れ
が
待
っ
て

い
た
。五
対
五
の
同
点
で
迎
え
た
延
長
十
二
回

裏
、シ
ー
ズ
ン
打
率
二
割
に
も
達
し
て
い
な
い
カ

シ
ー
ヤ
の
ラ
イ
ト
前
適
時
打
で
試
合
に
け
り
が

つ
い
た
が
、こ
ん
な
サ
ヨ
ナ
ラ
を
誰
が
予
想
し
た

だ
ろ
う
か
。抱
き
合
っ
て
喜
ぶ
ツ
イ
ン
ズ
の
選
手

を
横
目
で
見
な
が
ら
肩
を
落
と
し
て
ベ
ン
チ
へ

引
き
上
げ
る
タ
イ
ガ
ー
ス
の
選
手
。天
国
と
地
獄

を
同
時
に
見
た
よ
う
な
気
が
す
る
。

　
空
前
絶
後
の
劇
的
サ
ヨ
ナ
ラ
・
ホ
ー
ム
ラ
ン

と
言
え
ば
、1
9
5
1
年
、ナ
・
リ
ー
グ
の
優
勝

を
決
め
る
プ
レ
ー
オ
フ
第
三
戦
で
ジ
ャ
イ
ア
ン

ツ
の
ト
ム
ソ
ン
が
、ド
ジ
ャ
ー
ス
の
ブ
ラ
ン
カ
か

ら
打
っ
た
あ
の
逆
転
サ
ヨ
ナ
ラ
・
ス
リ
ー
ラ
ン
が

浮
か
ん
で
く
る
。九
回
表
を
終
わ
っ
て
九
分
九

厘
ペ
ナ
ン
ト
を
制
し
た
と
思
い
始
め
て
い
た
ド

ジ
ャ
ー
ス
・
フ
ァ
ン
は
、改
め
て「
野
球
は
下
駄
を

履
く
ま
で
わ
か
ら
な
い
」と
痛
感
し
た
こ
と
で

あ
ろ
う
。ド
ジ
ャ
ー
ス
・
フ
ァ
ン
の
マ
ラ
マ
ッ
ド

が
こ
の
悔
し
さ
を
バ
ネ
に
し
て『
ナ
チ
ュ
ラ
ル
』

（
1
9
5
2
）を
書
い
た
か
ど
う
か
は
知
ら
な
い

が
、彼
が
眠
れ
ぬ
一
夜
を
過
ご
し
た
こ
と
は
想
像

に
難
く
な
い
。

　
私
に
も
一
本
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
の
た
め
に
マ
ク

ベ
ス
よ
ろ
し
く
眠
り
を
奪
わ
れ
た
印
象
深
い
試

合
が
あ
る
。1
9
5
9
年
6
月
25
日
、後
楽
園
球

場
で
行
わ
れ
た
阪
神
対
巨
人
の
天
覧
試
合
が
そ

れ
で
あ
る
。長
嶋
の
入
団
二
年
目
、王
と
村
山
が

ル
ー
キ
ー
の
年
で
あ
る
。三
回
表
に
阪
神
が
小
山

の
適
時
打
で
先
制
点
を
あ
げ
る
も
、五
回
裏
に
長

嶋
と
坂
崎
の
連
続
ホ
ー
ム
ラ
ン
で
巨
人
が
逆
転
。

六
回
表
に
は
阪
神
が
巨
人
の
藤
田
を
攻
め
て
、三

宅
の
適
時
打
と
藤
本
の
ツ
ー
ラ
ン
で
四
対
二
と

再
逆
転
。と
こ
ろ
が
七
回
裏
に
王
の
無
我
夢
中
で

打
っ
た
右
越
え
同
点
ツ
ー
ラ
ン
が
飛
び
出
し
、試

合
は
振
り
出
し
に
戻
る
。こ
の
年
、結
果
的
に
は

打
率
一
割
六
分
一
厘
、ホ
ー
ム
ラ
ン
七
本
で
終
わ

る
ル
ー
キ
ー
に
エ
ー
ス
小
山
が
ホ
ー
ム
ラ
ン
を

献
上
す
る
と
は
夢
想
だ
に
し
て
い
な
か
っ
た
。リ

リ
ー
フ
村
山
の
力
投
で
、試
合
は
同
点
の
ま
ま
九

回
裏
を
迎
え
る
。延
長
に
な
っ
て
も
野
球
中
継
を

続
け
て
く
れ
る
か
ど
う
か
心
配
し
な
が
ら
、こ
の

回
の
先
頭
打
者
と
し
て
打
席
に
入
る
長
嶋
を
見

つ
め
た
。

　
延
長
の
心
配
は
す
ぐ
に
吹
っ
飛
ん
だ
。村
山

が
カ
ウ
ン
ト
ツ
ー
ツ
ー
か
ら
投
じ
た
内
角
高
目

の
ボ
ー
ル
球
は
、レ
フ
ト
西
山
の
頭
上
を
遙
か

に
超
え
て
上
段
に
突
き
刺
さ
っ
た
。捕
手
の
山

本
は
内
角
低
め
の
サ
イ
ン
を
出
し
た
と
言
う

が
、長
嶋
は
こ
の
失
投
を
見
逃
さ
な
か
っ
た
。

後
に
長
嶋
は「
た
だ
先
頭
打
者
と
し
て
塁
に

出
る
こ
と
だ
け
を
考
え
て
い
た
」と
告
白
し
て

い
る
。謙
虚
で
あ
る
。そ
う
言
え
ば
、1
9
6
0

年
の
ワ
ー
ル
ド
・
シ
リ
ー
ズ
第
七
戦
、九
回
裏
、

九
対
九
の
同
点
で
先
頭
打
者
と
し
て
打
席
に

入
り
、サ
ヨ
ナ
ラ
・
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
放
っ
た
パ

イ
レ
ー
ツ
の
マ
ゼ
ロ
ス
キ
ー
も
同
じ
こ
と
を

言
っ
て
い
る
。二
人
と
も『
ナ
チ
ュ
ラ
ル
』の
愚

か
な
ロ
イ
と
違
っ
て
、欲
を
出
し
す
ぎ
る
と

”schlem
iel

“

に
な
る
危
険
性
に
気
づ
い
て
い
た

山口 賀史
文学部英文学科教授

奈良生まれの奈良育ち。同志社大学大学院修了。
1977年から2年間、ニューハンプシャー大学にて在外研究。
専門はシェイクスピア劇。
この4月から準硬式野球部部長を務める。

ワンパーパス コメンタリー

野
球
は
小
説
よ
り
も
奇
な
り

―
サ
ヨ
ナ
ラ
・
ゲ
ー
ム
の
醍
醐
味
―
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で
す
。そ
し
て
86
年
、A
N
A
が
念
願
の
定
期
国
際

線
運
航
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。３
月

に
グ
ァ
ム
便
、７
月
に
米
国
本
土
便
が
就
航
し
、同

時
に
そ
れ
ま
で
客
室
乗
務
員
の
ベ
ー
ス
は
東
京
と

大
阪
に
し
か
な
か
っ
た
の
で
す
が
、新
し
く
成
田
に

国
際
線
の
た
め
の
客
室
乗
務
員
の
ベ
ー
ス
が
作
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。そ
の
３
カ
月
後
、10

月
に
は
私
も
成
田
に
異
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。そ
し
て
実
際
に
国
際
線
を
飛
び
始
め
る
と
、ま

す
ま
す
仕
事
が
面
白
く
な
り
夢
中
に
な
っ
て
い
き

ま
し
た
。

遠
藤
●
ど
ん
な
と
こ
ろ
が
面
白
か
っ
た
の
で
す
か
。

河
本
●
み
ん
な
国
際
線
を
飛
ぶ
の
が
初
め
て
で

し
た
の
で
、失
敗
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
が
、

A
N
A
の
国
際
線
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
や
お
客
様

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー

遠
藤 

美
佳
さ
ん

【
ア
メ
リ
カ
研
究
科
博
士
課
程

       （
前
期
課
程
）１
年
次
生
】

遠
藤
●
卒
業
後
、現
在
ま
で
の
道
の
り
に
つ
い
て
お

聞
き
し
た
い
の
で
す
が
、ま
ず
客
室
乗
務
員
の
仕
事

を
選
ば
れ
た
理
由
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

河
本
●
私
た
ち
の
頃
は
就
職
が
と
て
も
厳
し
い
時

代
で
し
た
。私
は
心
理
学
の
中
で
も
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
を
勉
強
し
、教
職
課
程
も
履
修
し
て
い
ま
し
た
の

で
、カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
人
の
話
を
聞
く
仕
事
を
す

る
か
、あ
る
い
は
教
職
に
就
き
た
い
と
い
う
気
持
ち

も
あ
り
ま
し
た
。し
か
し
当
時
、客
室
乗
務
員
は
女

性
に
し
か
で
き
な
い
仕
事
で
、年
齢
制
限
も
あ
り

ま
し
た
の
で
、若
い
と
き
に
し
か
経
験
で
き
な
い
と

思
っ
て
挑
戦
し
ま
し
た
。デ
ス
ク
ワ
ー
ク
の
よ
う
な

仕
事
は
、何
か
別
の
経
験
を
積
ん
で
か
ら
で
も
い
い

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
の
で
す
。で
す
か
ら
、入
社

し
た
と
き
に
は
こ
れ
ほ
ど
長
く
勤
め
る
と
は
思
っ
て

お
ら
ず
、気
が
つ
い
た
ら
あ
っ
と
い
う
間
に
30
年
と

い
う
感
じ
で
す
ね
。

遠
藤
●
客
室
乗
務
員
に
な
っ
て
か
ら
は
、ど
の
よ
う

な
お
仕
事
を
さ
れ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

河
本
●
私
が
入
社
し
た
の
が
１
９
７
９
年
。今
で
は

考
え
ら
れ
ま
せ
ん
が
、そ
の
当
時
、客
室
乗
務
員
は

35
歳
が
定
年
で
し
た
。私
は
同
志
社
女
子
中・
高
の

出
身
な
の
で
女
性
の
世
界
に
は
慣
れ
て
い
た
つ
も

り
で
す
が（
笑
）、女
性
ば
か
り
で
年
功
序
列
の
世

界
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、正
直
、少
し
窮
屈
な
思
い

を
感
じ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。最
初
の
う
ち
は
ま

だ「
い
つ
か
教
師
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
」と
い
う
気

持
ち
も
心
の
ど
こ
か
に
持
っ
て
い
ま
し
た
。で
も
入

社
６
、７
年
目
、チ
ー
フ
パ
ー
サ
ー
の
資
格
を
取
ろ

う
と
い
う
時
期
に
な
る
と
、せ
っ
か
く
客
室
乗
務
員

に
な
っ
た
の
だ
か
ら
目
の
前
の
ゴ
ー
ル
と
し
て
そ
こ

ま
で
は
頑
張
ろ
う
、一
度
は
チ
ー
フ
パ
ー
サ
ー
の
役

割
を
経
験
し
て
み
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
の

河本 宏子さん
【1979年文学部
  文化学科心理学専攻卒業】

1957年生まれ、京都市出身。79年ANAに入社
し、大阪空港支店客室部に配属。86年10月、成
田空港支店客室部に異動。99年4月、管理職
として関西空港支店客室部に異動。2004年
4月から客室本部人材開発部長、06年4月東
京客室部長、07年4月客室本部副本部長を経
て、09年4月にANAで2人目の女性役員として
現職に就いた。
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へ
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て
、寮
や
ホ
テ
ル
の
部
屋
に

集
ま
っ
て
よ
く
語
り
合
い
ま
し
た
ね
。自
分
た
ち
が

こ
れ
か
ら
の
A
N
A
の
国
際
線
を
作
っ
て
い
く
ん

だ
と
い
う
気
持
ち
が
あ
り
ま
し
た
。そ
う
す
る
う

ち
に
い
ろ
い
ろ
な
役
割
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、パ
ー
サ
ー
、チ
ー
フ
パ
ー
サ
ー
を
務
め
る
よ
う

に
な
っ
て
、今
度
は
機
内
で
客
室
乗
務
員
を
ま
と

め
る
だ
け
で
な
く
一
つ
の
班
を
任
せ
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。当
時
は
グ
ル
ー
プ
ス
ー
パ
ー
バ
イ

ザ
ー
と
呼
ん
で
い
た
班
長
に
な
る
と
、班
員
が
10
人

ほ
ど
い
て
、客
室
乗
務
員
を
育
成
す
る
仕
事
を
任

せ
ら
れ
る
の
で
す
。さ
ら
に
、そ
の
グ
ル
ー
プ
ス
ー

パ
ー
バ
イ
ザ
ー
を
束
ね
る
ア
シ
ス
タ
ン
ト
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
に
な
り
、そ
の
次
に
は
管
理
職
に
な
っ
て

A
N
A
の
客
室
部
門
全
体
を
運
営
し
て
い
く
の
に

携
わ
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
…
と
、だ
ん
だ
ん

階
段
を
上
が
っ
て
い
く
う
ち
に
、他
の
仕
事
を
し
た

い
と
い
う
気
持
ち
は
す
っ
か
り
無
く
な
っ
て
い
ま

し
た（
笑
）。

遠
藤
●
ど
の
時
点
か
ら
管
理
職
に
な
る
の
で
す
か
。

河
本
●
現
在
は
管
理
職
チ
ャ
レ
ン
ジ
制
度
が
あ

り
、入
社
15
年
目
ぐ
ら
い
で
管
理
職
試
験
を
受
験

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。私
の
場
合
は
、チ
ー
フ

パ
ー
サ
ー
に
な
っ
た
の
が
入
社
７
年
目
。87
年
に
グ

ル
ー
プ
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
に
な
り
、99
年
に
キ
ャ

ビ
ン
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
管
理
職
に
な
り
ま
し

た
。制
服
を
脱
い
だ
の
は
04
年
、部
長

職
に
就
い
た
と
き
で
、そ
れ
ま
で
25
年

間
空
を
飛
ん
で
い
ま
し
た
。客
室
乗
務

員
は
良
い
フ
ラ
イ
ト
を
作
り
あ
げ
て

い
く
の
が
最
大
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
す
か

ら
、地
上
に
降
り
た
今
も
、私
も
み
ん

な
と
一
緒
に
空
を
飛
ん
で
い
る
つ
も

り
で
い
ま
す
。

遠
藤
●
仕
事
の
う
え
で
の
ご
苦
労
と

は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。

河
本
●
本
当
に
楽
し
か
っ
た
の
で
、

苦
労
と
思
っ
た
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど
あ

り
ま
せ
ん
。た
だ
、難
し
い
と
思
う
こ

と
は
あ
り
ま
し
た
ね
。お
客
様
と
接

す
る
時
間
が
長
い
中
で
、食
事
の
メ

ニ
ュ
ー
な
ど
お
客
様
の
ご
希
望
に
添

え
な
か
っ
た
場
合
で
も
満
足
し
て
降

り
て
い
た
だ
く
た
め
に
は
ど
う
す
れ

ば
い
い
か
と
か
、急
に
体
の
具
合
が
悪

く
な
る
お
客
様
が
出
た
り
と
か
、日
々

い
ろ
い
ろ
な
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、国
際

線
の
運
航
が
始
ま
っ
た
当
時
は
ノ
ウ
ハ
ウ
が
今
ほ

ど
蓄
積
さ
れ
て
お
ら
ず
、初
め
て
遭
遇
す
る
こ
と

も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
ね
。ワ
シ
ン
ト
ン
線
が
長

い
フ
ラ
イ
ト
で
14
時
間
く
ら
い
か
か
る
の
で
す
が
、

天
候
に
よ
っ
て
は
急
遽
、途
中
の
ア
ン
カ
レ
ジ
や
ボ

ル
チ
モ
ア
に
着
陸
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。そ
れ

ぞ
れ
の
出
来
事
は
大
変
で
し
た
が
、そ
の
よ
う
な
こ

と
を
経
て
、会
社
と
し
て
も
支
援
体
制
が
整
っ
て
い

き
ま
し
た
し
、私
自
身
も
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
積
め

ま
し
た
。

遠
藤
●
客
室
乗
務
員
と
し
て
の
お
仕
事
は
イ
メ
ー

ジ
で
き
る
の
で
す
が
、現
在
の
お
仕
事
の
魅
力
や
喜

び
は
ど
う
い
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
。

河
本
●
最
後
に
お
客
様
に「
A
N
A
の
飛
行
機
に

乗
っ
て
良
か
っ
た
」と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
の
は
、や

は
り
客
室
乗
務
員
の
笑
顔
や
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
が

す
ご
く
大
き
い
と
思
い
ま
す
。そ
う
い
う
客
室
乗
務

員
を
育
て
て
い
く
仕
組
み
を
作
る
こ
と
が
、客
室

本
部
長
と
し
て
の
私
の
役
割
と
な
り
ま
す
。で
す

か
ら
、み
ん
な
が
や
り
が
い
を
持
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
に
関
わ
っ
て
く
れ
て
い
る
と
い
う
の
が
、私
自

身
の
仕
事
の
喜
び
で
す
。一
人
ひ
と
り
が
目
標
を
持

ち
、そ
う
い
う
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
お
客
様
に
良
い

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
。そ
ん
な
職
場
を
作
っ

て
い
く
こ
と
が
私
の
仕
事
な
の
で
す
。A
N
A
に
入

社
し
て
良
か
っ
た
、A
N
A
の
仕
事
が
好
き
だ
と
、入

社
し
て
１
年
目
の
人
も
20
年
経
っ
て
い
る
人
も
、そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
で
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
集
合

体
を
し
っ
か
り
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

遠
藤
●
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
心
が
け
て
い
る
こ
と
や
、

後
輩
の
指
導・
育
成
で
気
を
つ
け
て
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
。

河
本
●
ま
ず
人
の
話
を
聞
く
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

自
分
が
話
す
よ
り
も
た
く
さ
ん
聞
く
こ
と
が
大
切

で
す
。よ
く
話
し
て
い
る
こ
と
な
の
で
す
が
、神
様
が

口
は
１
つ
だ
け
れ
ど
も
耳
を
２
つ
作
ら
れ
た
、と
い

う
の
は
、そ
れ
だ
け
た
く
さ
ん
聞
い
て
く
だ
さ
い
と

い
う
こ
と
な
の
で
す
ね
。こ
れ
は
、大
学
時
代
に
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
を
学
ん
だ
こ
と
と
関
係
が
あ
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

遠
藤
●
大
学
時
代
に
勉
強
し
た
こ
と
が
今
で
も
役

に
立
っ
て
い
る
の
で
す
ね
。

河
本
●
そ
ん
な
ふ
う
に
つ
な
が
る
と
は
そ
の
と
き

に
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、結
果
的
に
役
に

立
つ
こ
と
は
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。特
に
気

を
つ
け
て
い
る
の
は
、人
に
対
し
て
関
心
を
持
つ
と

い
う
こ
と
で
す
。マ
ザ
ー・
テ
レ
サ
さ
ん
の
言
葉
で

「
愛
情
の
反
対
は
憎
し
み
で
は
な
く
無
関
心
だ
」と

い
う
の
が
あ
り
ま
す
。無
視
さ
れ
る
の
は
辛
い
こ
と

で
す
か
ら
、一
人
ひ
と
り
が
必
要
な
ん
だ
と
い
う
気

持
ち
を
持
っ
て
接
す
る
こ
と
。そ
の
た
め
に
は
相
手

を
よ
く
観
察
し
て
、変
化
に
気
づ
く
、気
づ
い
て
そ

れ
を
声
に
出
し
て
言
う
、そ
れ
の
繰
り
返
し
が
大

事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。例
え
ば
、客
室
乗
務
員
は

人
数
が
多
い
の
で
、役
職
が
上
に
な
る
ほ
ど
部
下
の

数
が
増
え
て
い
き
ま
す
。50
人
く
ら
い
な
ら
わ
か
る

け
れ
ど
、５
０
０
０
人
に
な
っ
た
ら
や
っ
ぱ
り
一
人

ず
つ
の
顔
と
名
前
は
覚
え
ら
れ
ま
せ
ん
。で
も
、い
つ

も
一
人
ひ
と
り
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
い
。何
か
あ

れ
ば
名
前
で
呼
び
か
け
た
い
し
、何
が
あ
っ
た
か
を

わ
か
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
き
ち
ん
と
伝
え
ら
れ

た
ら
一
番
い
い
。た
だ
、そ
れ
を
一
人
で
や
ろ
う
と
し

て
も
限
界
が
あ
る
の
で
、た
く
さ
ん
の
仲
間
と
共
に

や
っ
て
い
ま
す
。

遠
藤
●
他
に
、学
生
時
代
の
経
験
で
役
立
っ
て
い
る

河本宏子さんに聞く
全日本空輸株式会社執行役員客室本部長
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と
感
じ
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

河
本
●
同
志
社
は
自
由
な
校
風
で
オ
ー
プ
ン
マ
イ

ン
ド
で
し
た
か
ら
、誰
と
会
っ
て
も
す
ぐ
友
達
に
な

れ
ま
し
た
。社
内
に
限
ら
ず
、他
の
会
社
の
人
で
も

友
人
関
係
を
築
く
こ
と
に
躊
躇
し
な
い
ス
ピ
リ
ッ
ト

は
、中
学・
高
校
、そ
し
て
大
学
の
10
年
間
で
身
に
つ

い
た
こ
と
か
な
と
思
い
ま
す
。

遠
藤
●
学
生
時
代
に
や
っ
て
お
く
べ
き
こ
と
や
、学

生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
れ
ば
お
願
い
し
ま
す
。

河
本
●
好
き
な
こ
と
を
見
つ
け
て
ほ
し
い
、自
分
が

何
が
好
き
な
の
か
を
探
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で

す
。堺
屋
太
一
さ
ん
の
本
で
読
ん
だ
こ
と
な
の
で
す

が
、「
人
生
を
選
ぶ
と
き
有
利
だ
と
い
う
理
由
で
道

を
選
ぶ
べ
き
で
は
な
い
。自
分
の
好
き
な
道
を
選
ぶ

べ
き
で
あ
る
。好
き
な
こ
と
は
必
ず
上
手
に
な
る
」

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。好
き
と
い
う
理
由
で
道

を
選
べ
ば
、一
生
懸
命
に
な
れ
る
し
ど
ん
な
苦
労
が

あ
っ
て
も
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま

す
。学
生
の
皆
さ
ん
に
は「
英
語
を
勉
強
し
た
方
が

い
い
で
す
よ
」と
よ
く
言
う
の
で
す
が
、

英
語
を
勉
強
す
る
こ
と
が
先
に
あ
る

の
で
は
な
く
て
、い
ろ
い
ろ
な
人
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
た
い
、い
ろ

い
ろ
な
国
に
旅
行
し
た
い
、そ
う
思
っ

た
ら
英
語
を
話
せ
た
方
が
楽
し
い

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。で
す
か
ら
、自
分
の

好
き
な
も
の
が
何
な
の
か
を
見
つ
け

て
い
っ
て
ほ
し
い
。私
は
旅
行
も
好
き

だ
し
、食
べ
る
こ
と
も
好
き
で
す
。国

際
線
の
サ
ー
ビ
ス
は
食
べ
物
の
種
類
、

飲
み
物
の
種
類
を
た
く
さ
ん
覚
え
な

い
と
い
け
な
い
の
で
す
が
、ま
っ
た
く

辛
く
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。ワ
イ
ン

の
種
類
を
覚
え
た
ら
ま
た
今
度
飲
ん
で
み
よ
う
と

か
、こ
の
土
地
に
行
っ
た
ら
こ
の
お
酒
を
飲
ん
で
み

よ
う
と
か
、そ
ん
な
ふ
う
に
考
え
て
い
く
と
、人
生
が

と
て
も
楽
し
く
な
り
ま
す
ね
。

遠
藤
●
好
き
な
こ
と
を
見
つ
け
る
に
は
何
を
す
れ

ば
い
い
の
で
し
ょ
う
。

河
本
●
自
分
が
夢
中
に
な
っ
て
い
る
状
態
を
思

え
ば
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
し
ら
。好
き
に
な
ろ
う
と

思
っ
た
と
き
、そ
こ
に
も
う
無
理
が
あ
る
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。夢
中
に
な
っ
て
時
間
を
忘
れ
て
何
か
を

し
て
い
る
、そ
れ
が
好
き
な
こ
と
な
の
だ
と
思
い
ま

す
。好
き
に
な
ろ
う
と
か
、な
ら
な
き
ゃ
と
思
っ
た
ら

ダ
メ
で
、自
分
の
心
が
落
ち
着
く
と
こ
ろ
を
探
し
て

い
け
ば
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

遠
藤
●
A
N
A
で
は
ど
の
よ
う
な
人
材
を
求
め
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

河
本
●
客
室
乗
務
員
の
採
用
で
は
、い
ろ
い
ろ
な

個
性
の
方
が
入
社
し
て
い
ま
す
。全
く
別
の
業
種

で
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
と
か
、海
外
に
留
学
し

て
い
ま
し
た
と
か
、今
は
い
ろ
い
ろ
な
人
を
採
用

し
て
い
ま
す
。そ
ん
な
人
た
ち
の
集
合
体
の
方
が

強
い
チ
ー
ム
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。い
っ

た
ん
会
社
を
辞
め
て
家
庭
に
入
っ
た
け
れ
ど
や
っ

ぱ
り
ま
た
飛
び
た
い
、と
い
う
人
を
再
雇
用
す
る

よ
う
な
制
度
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。私
の
世
代
で

は
退
職
し
て
か
ら
ま
た
仕
事
を
す
る
な
ん
て
い
う

こ
と
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
す
が
、そ
う
し

た
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
、新
し
い
動
き
の
先
端
を
い
く

企
業
に
、私
た
ち
客
室
乗
務
員
部
門
だ
け
で
な
く

A
N
A
全
体
と
し
て
成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

遠
藤
●
私
は
学
部
生
の
と
き
に
一
度
就
職
活
動
を

し
た
の
で
す
が
、今
の
勉
強
を
も
う
少
し
続
け
た

い
と
思
っ
て
、大
学
院
進
学
と
い
う
道
を
選
び
ま
し

た
。友
人
の
中
に
は
就
職
活
動
を
始
め
て
い
る
人
も

い
て
、私
は
進
学
す
る
か
、留
学
す
る
か
、そ
れ
と
も

就
職
活
動
を
し
て
働
い
た
方
が
い
い
の
か
、ま
だ
決

め
ら
れ
ず
に
い
ま
す
。何
か
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ

け
た
ら
う
れ
し
い
の
で
す
が
。

河
本
●
や
り
た
い
こ
と
が
あ
る
な
ら
、や
ら
な
い
で

後
悔
す
る
よ
り
や
っ
て
み
た
方
が
い
い
。道
は
一
度

決
め
た
ら
終
わ
り
じ
ゃ
な
く
て
、ダ
メ
な
ら
変
え
る

こ
と
も
で
き
る
、私
は
そ
う
思
っ
て
い
る
の
で
す
。

行
き
た
い
な
ら
行
き
た
い
、や
り
た
い
な
ら
や
り
た

い
、や
ら
せ
て
ほ
し
か
っ
た
ら
や
ら
せ
て
も
ら
え
る

よ
う
に
自
分
を
準
備
し
て
い
く
。も
し
思
う
よ
う

に
い
か
な
か
っ
た
と
し
て
も
、そ
の
準
備
は
決
し
て

ム
ダ
に
は
な
ら
な
い
の
で
、や
り
た
い
と
思
っ
た
ら
、

自
分
で
し
っ
か
り
準
備
を
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
す
ね
。

遠
藤
●
河
本
さ
ん
の
お
話
を
伺
っ
て
、私
も
目
の

前
の
こ
と
を
少
し
ず
つ
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
い
け

ば
、何
か
に
辿
り
着
け
る
と
思
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。本
日
は
貴
重
な
お
話
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

好きなことをやればいいという
アドバイスが自信に

「夢中になれることを探してみて」と言われ、ハッと気づきまし

た。ずっと就職活動をするか留学するか悩んでいたのですが、

好きなことをやればいい、自分が好きと気づいていなくても、

何か夢中になれることを探せばいいんだとわかりました。河本

さんはすごくアクティブで親しみやすく、私もこんなふうにな

れればと思うような方でした。河本さんが言われた客室乗務

員のおもてなしのスピリット、「小さなことほど丁寧に、当たり

前のことほど真剣に」という言葉がすごく心に残っています。

何にでも当てはまることだと思うので、これからこの言葉を大

事にして前に進んでいきたいと思います。

I N T E R V I E W E R

遠藤 美佳さん
アメリカ研究科
博士課程（前期課程）１年次

文学部英文学科でアメリカ文学を学
んだことから、アメリカ史に興味を持
つようになり、大学院アメリカ研究科
へ進学。現在、ネイティブ・アメリカン
と白人との異人種間結婚禁止法につ
いて研究している。
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このシリーズは、毎号さまざまな分野で活躍する卒業生を訪ね、仕事に何を求め、仕事を通して何を考えてきたかを取材しています。

級友の方々にとっては良き近況報告、学生諸君には将来のキャリア・プランと学生生活の現実を考える機会になれば幸いです。

撮
影
協
力

：

ヤ
マ
ハ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
東
海 

浜
松
店

能
力
の
有
無
も
大
事
で
す
が
、結
局
は
人
と
人
が
仕
事
を
し

て
い
く
の
で
す
か
ら
、信
頼
を
得
ら
れ
な
け
れ
ば
い
く
ら
能

力
が
あ
っ
て
も
そ
れ
を
発
揮
す
る
場
は
与
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

そ
れ
に
、ど
ん
な
に
最
新
の
良
い
も
の
を
開
発
し
て
も
、そ
れ

を
生
か
せ
る
か
ど
う
か
は
人
で
す
。私
は
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
開

発
を
し
て
い
ま
す
が
、そ
の
要
求
を
出
し
て
く
る
の
は
人
。そ

の
人
と
の
間
で
し
っ
か
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と

が
で
き
な
い
と
、い
い
仕
事
を
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
す
。そ

う
い
う
意
味
で
は
、ギ
タ
ー
ク
ラ
ブ
で
幹
事
長
を
務
め
、人
間

関
係
の
難
し
さ
に
悩
ん
だ
経
験
が
今
、と
て
も
役
に
立
っ
て

い
る
と
感
じ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
希
望
は
、商
品
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
よ
う
な

仕
事
に
携
わ
る
こ
と
で
す
。今
は
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
限
定
さ
れ

て
い
ま
す
が
、楽
器
そ
の
も
の
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
て
み
た
い
。

世
の
中
は
流
れ
が
速
く
、新
し
い
も
の
が
次
々
と
古
く
な
っ

て
い
き
ま
す
。そ
の
中
で
こ
う
い
う
も
の
が
ほ
し
い
と
い
う
世

間
の
ニ
ー
ズ
を
い
ち
早
く
つ
か
み
、先
端
の
技
術
を
取
り
入

れ
て
、新
し
い
楽
器
を
作
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ア
ノ
が
あ
り
ま
す
。繊
細
な
タ
ッ
チ
感
や
音
の
表
現
力
で
は

ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ピ
ア
ノ
が
優
れ
て
い
ま
す
が
、そ
の
代
わ

り
サ
イ
ズ
が
大
き
く
、メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
大
変
で
す
。ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
ピ
ア
ノ
は
、最
新
の
電
子
技
術
に
よ
っ
て
グ
ラ
ン
ド
ピ

ア
ノ
の
演
奏
感
を
再
現
、省
ス
ペ
ー
ス
で
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
も
不

要
で
す
。専
門
家
に
も
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
、こ
の
ピ

ア
ノ
の
１
号
機
の
開
発
に
シ
ス
テ
ム
設
計
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

携
わ
り
ま
し
た
。仕
様
の
決
定
か
ら
始
ま
り
、開
発
プ
ロ
セ
ス

の
最
初
か
ら
最
後
ま
で
関
わ
り
ま
し
た
。入
社
４
年
で
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
関
わ
る
の
は
早
い
方
だ
と
思
い
ま
す
が
、長
い

歴
史
を
持
つ
老
舗
で
あ
り
な
が
ら
、ヤ
マ
ハ
に
は
少
数
精
鋭

で
若
手
に
も
積
極
的
に
責
任
を
与
え
る
風
土
が
あ
り
ま
す
。

　
も
と
も
と
音
楽
に
は
興
味
が
あ
り
、高
校
か
ら
大
学
と

ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
を
弾
い
て
い
ま
し
た
。工
学
部
４
年
の
と

き
に
音
楽
情
報
処
理
の
研
究
室
に
所
属
し
、ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ

タ
ー
の
自
動
編
曲
シ
ス
テ
ム
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
た
の

で
す
が
、自
分
の
研
究
に
熱
中
し
す
ぎ
て
授
業
に
出
な
く
な

り
留
年
。で
も
５
年
目
は
ほ
と
ん
ど
の
時
間
を
研
究
に
費
や

す
こ
と
が
で
き
、自
由
で
充
実
し
た
研
究
室
で
の
２
年
間
で

し
た
。当
初
は
大
学
院
へ
進
学
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
の
で
す

が
、い
ろ
い
ろ
考
え
た
末
に
早
く
社
会
へ
出
た
方
が
い
い
と

思
い
、ヤ
マ
ハ
に
入
社
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
。

　
大
学
時
代
を
振
り
返
る
と
、１
年
か
ら
３
年
の
終
わ
り
ま

で
、毎
日
ギ
タ
ー
ク
ラ
ブ
の
ボ
ッ
ク
ス
で
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー

を
弾
い
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。そ
の
頃
の
仲
間
と

は
今
も
付
き
合
い
が
あ
り
、大
学
時
代
に
得
た
大
き
な
財
産

は
ま
さ
に
そ
れ
だ
と
思
い
ま
す
。会
社
に
入
っ
て
と
て
も
重

要
な
の
は
、人
間
関
係
を
う
ま
く
築
け
る
か
ど
う
か
で
す
。

　
入
社
以
来
、電
子
楽
器
の
開
発
を
行
う
Ｐ
Ａ・Ｄ
Ｍ
Ｉ
事

業
部
で
、ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
を
担
当
し
て
い
ま
す
。具
体
的

に
は
、電
子
楽
器
に
組
み
込
ま
れ
た
Ｃ
Ｐ
Ｕ
を
動
か
す
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
作
成
で
す
。お
客
様
の
要
望
を
反
映
し
て
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
仕
様
を
決
め
る
な
ど
、よ
り
使
い
や
す
い
楽

器
を
作
り
出
す
こ
と
が
仕
事
で
す
。最
近
商
品
化
し
た
も

の
で
は
、電
子
ピ
ア
ノ
と
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ピ
ア
ノ（
電
気
に

よ
ら
な
い
普
通
の
ピ
ア
ノ
）を
融
合
さ
せ
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ピ

P R O F I L E

会
社
に
入
っ
て
重
要
な
の
は
、

人
と
人
の
関
係
を
う
ま
く
築
く
こ
と
。

丸山 剛志さん
【2005年工学部知識工学科卒業】

ヤマハ株式会社
ＰＡ・ＤＭＩ事業部
ＤＭＩ開発部DMIソフト開発グループ
主任

留年が決まった後、すぐに就職活動をしてヤマハに
内定。残した単位もわずかだったことから、最後の１
年間は心置きなく研究に没頭し、学会などにも参加
した。入社後は、希望した電子楽器の開発に携わる
ことができ、「会社には本当に感謝しています。クラ
シックギターをやっていたので、ヤマハという会社に
は昔から漠然と憧れを持っていました」。一社目に受
けたヤマハの入社試験で内定が決まったので、結
果、他の会社は受けていないという。将来はマネジメ
ントにも関わりたいという希望を持っている。
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流
さ
れ
、既
存
の
制
度
を
前
提
と
し
て
批
判
し
な
く
な
っ
て

い
た
こ
と
に
愕
然
と
し
ま
し
た
が
、そ
う
い
う
自
分
に
気
が
つ

け
た
こ
と
は
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
学
生
時
代
の
一
番
の
思
い
出
は
、学
部
２
年
と
３
年
の
夏

休
み
に
、ド
イ
ツ
へ
短
期
留
学
し
た
こ
と
で
す
。大
学
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
は
な
く
自
分
で
探
し
た
留
学
先
だ
っ
た
の
で
、下
調

べ
か
ら
手
続
き
ま
で
全
て
自
分
で
こ
な
さ
な
い
と
い
け
ま
せ

ん
で
し
た
。ど
う
に
か
し
な
い
と
い
け
な
い
と
き
に
は
自
分
が

動
く
し
か
な
い
、自
分
で
道
を
切
り
開
か
な
い
と
誰
も
助
け

て
く
れ
な
い
し
、助
け
て
ほ
し
い
時
は
助
け
て
ほ
し
い
と
言
わ

な
い
と
だ
め
な
ん
だ
、と
い
う
こ
と
を
学
ん
だ
気
が
し
ま
す
。

今
も
土
壇
場
に
強
い
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
す
が
、

そ
の
と
き
の
経
験
が
生
き
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
後
輩
の
皆
さ
ん
に
伝
え
た
い
の
は
、自
分
の
夢
や
目
指
す

も
の
を
あ
き
ら
め
ず
に
追
い
か
け
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で

す
。自
分
の
や
り
た
い
こ
と
が
定
ま
っ
て
い
る
の
な
ら
、そ
れ
に

向
か
っ
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。し
か
も
思
っ
て
い
る
だ
け
で
な

く
、自
分
で
動
く
こ
と
、行
動
に
移
す
こ
と
が
大
切
で
す
ね
。

だ
こ
と
か
ら
、法
律
の
力
で
弱
者
を
救
済
し
、世
の
中
の
役
に

立
ち
た
い
と
い
う
思
い
も
胸
に
秘
め
て
い
ま
し
た
。

　
同
志
社
大
学
の
司
法
研
究
科
で
み
っ
ち
り
２
年
間
勉
強

し
、合
格
後
の
司
法
修
習
を
経
て
、弁
護
士
の
実
務
に
就
い
て

も
う
す
ぐ
２
年
に
な
り
ま
す
。堺
市
の
事
務
所
を
選
ん
だ
の

は
、地
方
都
市
の
方
が
多
様
な
仕
事
が
あ
り
、あ
り
と
あ
ら
ゆ

る
経
験
を
積
ん
で
早
く
吸
収
し
た
い
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

今
は
事
務
所
の
一
般
民
事
の
仕
事
と
、そ
れ
以
外
に
も
弁
護

士
会
の
活
動
や
、弁
護
団
に
入
っ
て
国
際
人
権
関
係
、環
境

問
題
、公
害
に
関
す
る
問
題
な
ど
に
も
携
わ
っ
て
い
ま
す
。私

の
場
合
、企
業
法
務
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、民
事
と
刑
事
が
中

心
で
す
。弁
護
士
の
仕
事
は
本
質
的
に
人
の
権
利
を
守
る
と

い
う
こ
と
で
す
が
、現
実
に
は
い
ろ
い
ろ
な
ケ
ー
ス
に
対
応
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
か
ら
葛
藤
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。常
時
抱
え
て
い
る
案
件
は
お
よ
そ
40
件
。想
像
以
上
に

ハ
ー
ド
で
、毎
日
走
っ
て
い
る
感
じ
が
し
ま
す
。

　
昨
年
、ジ
ュ
ネ
ー
ブ
の
国
連
欧
州
本
部
で
行
わ
れ
た
自
由

権
規
約
に
関
す
る
日
本
政
府
報
告
書
審
査
に
、日
弁
連
の

代
表
と
し
て
派
遣
さ
れ
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。そ
の
と
き

に
気
が
つ
い
た
の
は
、学
生
時
代
に
は
日
本
の
人
権
に
関
す

る
状
況
に
つ
い
て
問
題
意
識
が
あ
っ
た
の
に
、弁
護
士
と
し
て

の
実
務
に
忙
殺
さ
れ
る
う
ち
、い
つ
の
間
に
か
問
題
意
識
よ

り
も
利
便
性
を
享
受
し
て
し
ま
っ
て
い
る
自
分
が
い
た
こ
と

で
す
。例
え
ば
、警
察
署
の
留
置
施
設
を
利
用
し
た
取
り
調

べ
は
問
題
な
の
に
、い
つ
で
も
被
告
人
に
面
会
で
き
る
こ
と
に

便
利
さ
を
感
じ
て
し
ま
っ
て
い
る
。本
来
は
、面
会
時
間
が
限

定
さ
れ
て
い
る
拘
置
施
設
の
現
状
こ
そ
改
善
し
な
い
と
い
け

な
い
の
で
す
。弁
護
士
に
な
っ
て
わ
ず
か
の
期
間
で
利
便
性
に

　
大
学
に
入
学
し
た
頃
は
司
法
試
験
な
ん
て
難
し
く
て
無

理
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、法
学
研
究
科
前
期
課
程
２
年

の
と
き
、や
っ
ぱ
り
将
来
は
法
律
を
扱
う
仕
事
を
し
た
い
と

思
う
よ
う
に
な
り
、弁
護
士
を
目
指
し
ま
し
た
。法
律
に
興

味
を
持
っ
た
の
は
、小
学
生
の
と
き
に
起
こ
っ
た
湾
岸
戦
争
が

き
っ
か
け
で
す
。平
和
を
構
築
す
る
た
め
に
は
法
律
が
必
要

と
知
り
、国
際
法
を
勉
強
し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。ま
た
、小
学
校
の
社
会
の
授
業
で
公
害
病
に
つ
い
て
学
ん

P R O F I L E

川﨑 真陽さん
【2001年法学部法律学科卒業、2003年
法学研究科公法学専攻博士課程（前期
課程）修了、2006年司法研究科修了】

弁護士法人シヴィル法律事務所
弁護士

法学研究科修了後、１年間の準備期間を経て司
法研究科へ。「同志社のロースクールに決めたの
は、いろいろな方から講師陣が充実していて良い
と薦められたからです。その選択は正しかった。同
志社で学んだから今の私があると思っています」。
2006年９月に司法試験合格。08年１月、現在の事
務所に就職した。将来は独立を考えているが、アメ
リカに留学したいという思いもある。「国際人権活
動はこれからもずっと続けていきたい」と話す。

夢
を
あ
き
ら
め
な
い
で
、や
り
た
い
こ
と
に

向
か
っ
て
動
く
こ
と
が
大
切
。
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第20回同志社京田辺クリスマス燭火賛美礼拝

同志社クリスマスキャンドルライトサービス

第45回全同志社メサイア演奏会

今出川校他キャンパスツアーガイド募集！

同志社ローム記念館プロジェクト募集

障がい学生支援制度サポートスタッフ大募集！

同志社大学今出川校地学生支援課では、より多くの方に、寒梅館のイベ
ントをきっかけとして本学および本学学生の活動に関心を持っていた
だくため、私たちと共に催しを盛り上げていただける方を募集していま
す。お申し込みは今出川校地学生支援課窓口まで。随時受付中です。

【対　象】一般・他学生（本学学生・教職員は対象外）　
【会費無料】
【特　典】寒梅館イベント情報の郵送、案内メール配信、映画招待券や
　　　  コンサート入場券のプレゼント・入場料割引、学生団体による
　　　  公演・お芝居等へのご招待、寒梅館レストランでの割引 etc.

【お問い合わせ先】今出川校地学生支援課　TEL：075-251-3270

Hardience（ハーディー友の会）メンバー募集中！

●12月20日（日） 混声合唱団こまくさ「第40回定期演奏会」
14:00 ～　1000円

   八幡市文化センター大ホール
   （京阪八幡・京阪樟葉・近鉄新田辺・JR京田辺から、
　 京阪バス「八幡市役所」下車すぐ）

クリスマスはキリストの誕生を記念し、すべての人々が愛と信頼に
よって結ばれる未来を待ち望む祝祭です。キリストの希望を象徴する
キャンドルライトの光のもと、共にクリスマスの礼拝を捧げましょう。
皆さんのご来場をお待ちしています。

【日　時】12月12日（土）
　　　　開演16：30 ／開場16：00（終了予定18：00）　入場無料

【会　場】京田辺校地　同志社新島記念講堂（女子大学構内）
【お問い合わせ先】京田辺校地キリスト教文化センター
　　　　           TEL：0774-65-7370

キャンドルの光のもと、皆さんで一つになって、イエス・キリストの誕生
をお祝いしましょう。

【日　時】12月19日（土）
　　　　開式18：00 ／開場17：30　入場無料

【会　場】今出川校地　同志社栄光館（女子大学・女子中高構内）
【主　催】同志社クリスマスキャンドルサイトサービス実行委員会
【後　援】同志社中学・高校・女子中高・国際中高・香里中高宗教部
　　　　同志社大学キリスト教文化センター・同志社女子大学宗教部

【お問い合わせ先】女子大学宗教部　TEL：075-251-4141

キリストの降誕・受難・復活を讃えるヘンデルの大曲「メサイア」は、キ
リスト教の精神を徳育の基本に据えた本学の学風の中で長年にわた
り、学生、教職員、卒業生、また地域の人々に愛されてきました。皆さん
が素晴らしいクリスマスを過ごされますよう、一同心を込めて演奏し
ます。お誘いあわせのうえご来場ください。

指揮：北原　幸男
合唱：同志社メサイアコアー、メサイアシンガーズ、同志社グリークラブ
オーケストラ：同志社交響楽団

【日　時】12月24日（木）開演18：00 ／開場17：00
　　　　（当日16：30から座席券交換）

【会　場】京都コンサートホール大ホール
　　　　（京都市営地下鉄烏丸線 北山駅下車 1番出口 南へ徒歩３分）

【料　金】S席 2,000円　A席 1,000円　（全席当日指定）
【販　売】同志社大学生協　京田辺旅行カウンター 
　　　　TEL：0774-65-8376 
　　　　同志社大学生協　今出川プレイガイド 
　　　　TEL：075-251-4433 
　　　　京都コンサートホールプレイガイド TEL：075-711-3090
　　　　チケットぴあ TEL：0570-02-9999　
　　　　http://t.pia.co.jp　Pコード338-440

【主　催】全同志社メサイア演奏会実行委員会 【後援】学校法人同志社 
【お問い合わせ先】全同志社メサイア演奏会実行委員会
                       TEL：080-3864-2412　
                       E-mail:doshisha.messiahconcert2009@softbank.ne.jp

キャンパスツアーは、研修を受けた在学生が受験生や一般の方と共に
キャンパスを巡りながら、同志社の魅力を伝える仕事です。今出川校地
内の重要文化財建築物や、同志社の建学の精神を紹介する中で、在学生
の皆さんにとっても母校同志社の新たな発見につながるはずです。今出
川・京田辺の学生を問わず、積極的にご参加ください。

【時　給】880円
【お問い合わせ先】今出川校地広報課　TEL：075-251-3120

来年4月からローム記念館を拠点に活動を行う公募プロジェクトを募
集しています。採択されると、プロジェクトルームが利用できたり、必要
経費が付与されるなど、1年間の活動に対するサポートがあります。あな
たのアイデアを仲間と形にしてみませんか。詳細は、ローム記念館ＨＰ

（http://rohm.drm.doshisha.ac.jp/）をご覧ください。
【エントリー締切】1月20日（水）
【2010年度プロジェクト活動期間】
2010年4月7日（水）～2011年3月24日（木）

【お問い合わせ先】京田辺校地総務課（ローム記念館事務室）
　　　　　　　  TEL：0774-65-7800

講義の空き時間を利用して、あなたもサポートスタッフのメンバーに
なりませんか。障がい学生支援室では、同じキャンパスで学ぶ障がい学
生（Challenged）のサポートスタッフを募集しています。初めての方で
もできることはたくさんありますので、ぜひスタッフに登録して、パソ
コン通訳・ノートテイク・ビデオ字幕付け・車椅子介助などの活動にご
協力下さい！
詳しくは障がい学生支援室HP（http://www.doshisha.ac.jp/students/
support2/shogai/）で随時お知らせしています。興味のある方は障が
い学生支援室までご連絡ください。

【支援活動の内容】
聴覚障がい学生へ：ノートテイク、パソコン通訳、ビデオ文字起こし、
　　　　　　　　ビデオ字幕付けなど
視覚障がい学生へ：ガイドヘルプ、代筆、代読、対面朗読、講義資料の
　　　　　　　　 電子データ化など
肢体不自由学生へ：代筆、車椅子介助、トイレ介助、食事介助など

【謝　礼】880円（時間）
【お申し込み・お問い合わせ先】
京田辺校地学生支援課　障がい学生支援室　TEL：0774-65-7411
今出川校地学生支援課　障がい学生支援室　TEL：075-251-3273
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【京田辺キャンパスハローホール】（ホール広場前含む）
●12月3日（木） 喜劇研究会「お笑いライブ」
●12月5日（土） モダンジャズバレエサークル「自主公演」
●12月11日（金） とんがりぼうし「１回コンサート　デモ演」
●12月12日（土） とんがりぼうし「1回コンサート」
●12月16日（水） The Amplugged 「クリスマスライブ」
●12月19日（土） F.A.C「企画ライブ」
●1月9日（土） F.A.C「定期演奏会」
●1月16日（土） とんがりぼうし「フェアウェルライブ」

【寒梅館ハーディーホール】
●12月6日（日） 学生混声合唱団C.C.D.「第57回定期演奏会」
　
●12月13日（日） リーダークランツ「創立76周年記念定期演奏会」

●12月19日（土） コールフリューゲル「第43回定期演奏会」

●12月20日（日） 応援団「アトムフェスティバル」
●12月23日（水） ピアノ研究会「第8回定期演奏会」
●2月21日（日）交響楽団「フェアウェル演奏会2010」

【学外】
●12月12日（土） グリークラブ「第105回同志社グリークラブ
　定期演奏会」　
　文化パルク城陽プラムホール
　（近鉄寺田駅東口から南へ約450メートル　徒歩10分)

「同志社大学New Island Contest」は、今年で6回目を迎えるビジネ
スプランコンテストです。予選を勝ち抜いたチームが個性豊かなビジ
ネスプランを発表しますので、ぜひ聞きに来てください。

【日　時】12月12日（土）13：00 ～
【場　所】今出川校地　臨光館201教室
【主　催】リエゾンオフィス、同志社ベンチャートレイン
【協　賛】株式会社南都銀行、株式会社池田銀行、
　　　   同志社校友会大阪支部産官学部会（LCC）

【お問い合わせ先】リエゾンオフィス　TEL：0774-65-6223

「木曜日には何かがある！」を合言葉に、開講期間中の毎週木曜日、映画
上映を中心に多彩なイベントを開催します。

【会　場】今出川校地寒梅館ハーディーホール
【料　金】本学学生・教職員はすべて無料

●12月5日（土） 《21.1世紀の音楽会（アワーミュージック）》　16：30 ～
　映画上映『フーガの技法』（石田尚志監督）＋
　　　　　『放蕩息子の帰還』（ストローブ＝ユイレ監督）
　コンサート　井上郷子ピアノ・ソロ　
　料金：一般2000円、Hardience会員・他大学生1500円
●12月10日（木） 講演会（詳細未定）
●1月14日（木） 《21.1世紀の音楽会（アワーミュージック）》
　ライブ　ディヴィッド・グラブス、ノエル・アクショテ、大友良英、
　　　　　秋山徹次、安田芙充央　19:00 ～
　料金：一般3500円、Hardience会員・他大学生3000円

【お問い合わせ先】今出川校地学生支援課　TEL：075-251-3270 
※詳細は決定次第、学内掲示板・チラシ・大学ＨＰなどで告知します。
※内容は都合により変更となる場合があります。
※今年度のWOTは1月で終了します。次年度は4月から開催する予定です。

寒梅館のミニシアター・クローバーホールでは、開講期間中の毎週火曜
日、映画史に残る名作の上映を中心に、様々なイベントを開催します。

【会　場】今出川校地寒梅館クローバーホール（地階）
【料　金】入場無料（12/8は500円均一）
　　　　＊本学学生・教職員はすべて無料

●12月1日（火） 《21.1世紀の音楽会（アワーミュージック）》
　映画上映『シュトックハウゼンの「モメンテ」』
　（リュック・フェラーリ制作）ほか　17:00 ～
●12月4日（金） 《21.1世紀の音楽会（アワーミュージック）》
　映画上映『メシアンの「われ試写の復活を待ち望む』
　（リュック・フェラーリ制作）ほか＆レクチャー：伊藤祐二（作曲家）
　17:00 ～
●12月7日（月） 《21.1世紀の音楽会（アワーミュージック）》
　映画上映『パリのセシル・テイラー』（リュック・フェラーリ制作）ほか
　17:00 ～

●12月8日（火） 《21.1世紀の音楽会（アワーミュージック）》18：30 ～
　ライブ　フォルマント兄弟（佐近田展康＋三輪眞弘）、
　　　　　岡野勇仁（キーボード）、田中悠美子（三弦）
　料金：500円均一
●12月15日（火） 《21.1世紀の音楽会（アワーミュージック）》
　映画上映『リュック・フェラーリ－ある抽象的リアリストの肖像』
　　　　　（宮岡秀行制作）ほか　17:00 ～

【お問い合わせ先】今出川校地学生支援課　TEL：075-251-3270
※詳細は決定次第、学内掲示板・チラシ・大学ＨＰなどで告知します。
※内容は都合により変更となる場合があります。詳細はお問合せください。
※今年度のクローバーシアターは12月で終了します。次年度は4月か
ら開催する予定です。

ビジネスプランコンテスト開催

ＷＯＴ（ワット）＝“What’s on Thursdays!”

クローバーシアター

ハローホール（多目的ホール）では、コンサートや映画上映などの多彩
な文化プログラムを行っています。ふらっと、ハローホールにお立ち寄
りください。

【会　場】京田辺校地ハローホール
【料　金】無料
●12月8日（火） 映画上映「スラムドッグ＄ミリオネア」
　　　　　　　12:30 ～ 15:00 ～ 17:15 ～
●1月19日（火） 大道芸　パフォーマー：リスボン上田
　　　　　　　12:30 ～ ハローホール前広場にて

♪観に行こう聴きに行こう♪ ―学生団体12月～3月の活動予定―

13：30 〜

（時間未定）

12：15 〜

12：30 〜

15：00 〜

11：00 〜

11：00 〜

10：00 〜

15：30 〜　800円 

14：30 〜　1000円 

18:00 ～20：00　500円

17:00 ～20：00

18:00 ～20：00

18:00 ～

17:30 ～　S席1500円　A席1000円

♭ふらっとプログラム

26



＜
ワ
ン
パ
ー
パ
ス
＞
同
志
社
大
学
通
信
161号

2009年
12月

1日（
4・
6・
10・
12月

年
4回
）発
行

発
行
　
同
志
社
大
学
   企
画
部
広
報
課
　

〒
602-8580　

京
都
市
上
京
区
今
出
川
通
烏
丸
東
入
　
T
E
L  075-251-3120   F

A
X
  075-251-3080

同志社大学新用地キャンパス

名称募集！
～キャンパス名を考えてみませんか？～

　同志社大学は、本年12月に京田辺校地近郊の「京都厚生年金休暇センター（ウェ

ルサンピア京都）」を取得し、国際交流及び地域との共生を軸にした教育・研究に活用

していきます。

　またこの10月には、門川京都市長から今出川校地の北にある「京都市産業技術研

究所繊維技術センター」用地を本学に売却する方針が示されました。本学は、同志

社中学校が岩倉校地に移転する2010年から今出川校地の再整備に着手し、2013年

4月に文系学部の1、2年次生の教育拠点を京田辺校地から今出川校地に変更し、さ

らには国際的な地域理解を持つ人物の育成を目指す学部の開設を予定しています。

京都市が売却予定の上記用地は、新学部や2010年4月開校の大学院グローバル・スタ

ディーズ研究科、そして総合政策科学研究科の教育・研究拠点として、本学の教育・

研究環境の向上に大いに役立つものと期待しています。

　今回、京田辺校地と今出川校地に新たに加わる予定の2つのキャンパス名称を、広

く同志社大学関係者の皆さんから募集します。

応募資格　在学生、卒業生、教職員

応募締切　１月29日（金）

お問い合わせ先　企画部企画室企画課　TEL 075-251-4680

※応募要領・方法については、本学HP（http://www.doshisha.ac.jp/）を
　ご覧ください。

※今出川校地の新キャンパス名称の募集は、京都市から売却されることを前提として行っています。


